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地球温暖化フォーラム「人問活動と地球温暖化」

　今日，人間活動の拡大により様々な地球環境間題が顕

在化しています．中でも温室効果気体の増加に伴う地球

温暖化は，気候の変化，海面水位の上昇などをもたら

し，農業・食糧生産，水資源，人の健康，生態系等に様

々な悪影響を及ぽすと考えられています．地球温暖化

は，有史以来人類が経験したことのない急激な気候変動

であり，産業活動・日常生活はもとより私達の社会全体

をゆさぶる重大な間題となりつつあります．地球温暖化

を防止し，悪影響を回避するためには，社会のすべての

人々による，この間題についての理解と協力が不可欠で

す．

　国際的には，気候変動に関する政府間パネルによる地

球温暖化の科学的評価や温暖化防止を目的とする条約の

策定作業が精力的に進められています．また，我が国に

おいても，関係省庁や大学，さらには地方公共団体，民

間も含めて，様々な活動が始められています．このよう

な時機にこの問題の科学的背景，緊急性，影響と対策等

について最新の情報をお伝えし，「人類の未来を救うた

めに私達は何をすべきか」を皆様と共に考える場として

地球温暖化フォーラムを開催致します．各方面より多数

ご参加下さいますようご案内申し上げます．

期日：平成4年2月28日（金）

　　　　13時30分～17時00分（13時00分開場）

会場：千代田区公会堂

参加資格：どなたでも自由に参加出来ます．（入場無料）

　　　　但し，会場の都合により先着900名様までとさ

　　　　せて頂ぎます．

主催：気象庁，東京大学気候システム研穽センター

後援：日「本気象学会

56

協賛（予定）：ウェザーニューズ，NTTデータ通信，オ

　　　　ーシャンルーツ，日本気象協会，日本放送協会，

　　　　富士通（五十音順）

講　演：

　真鍋淑郎　米国地球流体力学研究所

　　　「コンピュータによる地球温暖化の予測とその間

　　　題点」

　伊藤和明　文教大学国際学部教授（NHK解説委員），

　　　「地球環境とくらし」

　茅　陽一　東京大学工学部教授

　　　「地球温暖化の対応方策」

パネルデ～スカッション

　　　「地球温暖化から人類の未来を救うために

　　　　我々は何をなすべきか．」

　司会

　松野太野　東京大学気候システム研究センター長

　パネラー

　　上記の講師及び立平良三気象庁長官

プロゲラム：

　　13：00　開場

13：30

13：40

15：50

17：00

開会　　開会挨拶，講師・パネラー紹介

第一部　基調講演

　　一休憩一
第二部　パネルディスカッション

閉会

問い合わせ先：

　　気象庁総務部企画課　気候変動対策室

　　　電話　03－3212－8341（内線2263）

　　　Fax　　O3－3212－2453

松本，太田

、天気”39．1．


